第３　当裁判所の判断

１　控訴人らの徴用と原爆被爆について

（１）徴用に至る背景及び徴用の概要（甲１６，９６ないし１０１，１２３
　ないし１２８，弁論の全趣旨）
（１）明治２８年（１８９５年）４月の日清講和条約の後，日本は軍事力
　　を背景に，朝鮮に対して積極的に進出を図り，明治３７年（１９０４
　　年）２月の日韓議定書，同年８月の第１次日韓協約の各締結を経て，
　　朝鮮の内政外交への関与を深めた。そして，日露戦争の勝利によって
　　ロシアの圧力を排除し，明治３８年（１９０５年）１１月の第２次日
　　韓協約の締結により，当時の大韓帝国の外交権を掌握し，その後，明
　　治４０年（１９０７年）の第３次日韓協約等により内政への関与を一
　　層強化した上，明治４３年（１９１０年）８月２２日，韓国併合に関

　　する条約を締結して大韓帝国を併合し，朝鮮半島を日本の領土として
　　その統治下に置いた。
　　　その後，天皇から大権の委任を受けた朝鮮総督が立法，行政，司法
　　のすべての権限を独占して統治し，様々な抵抗を弾圧，排除しながら，

　　日本語の常用や創氏改名をはじめとする同化政策（皇国臣民化）を押
　　し進めていった。

（２）一方，日本は，昭和６年（１９３１年）の満州事変，昭和１２年

　（１９３７年）の盧構橋事件を経て戦争に突入し，昭和１６年（１９

　４１年）の太平洋戦争の開戦に至るのであるが，このような戦争の拡

　大，激化という状況のもとで，徴兵制の強化による兵員の確保等に伴

　う戦時下の労働力不足に対応するために，産業界からの強い要請もあ

　って，昭和１３年（１９３８年）４月国家総動員法が制定された。同

　法では，「政府ハ戦時ニ際シ国家総動員上必要ナルトキハ勅令ノ定ム

　ル所ニ依り帝国臣民ヲ徴用シテ総動員業務ニ従事セシムルコトヲ得」

　（４条）とされ，これに基づいて昭和１４年（１９３９年）７月１５

　　日に国民徴用令が施行（朝鮮については同年１０月１日から施行）さ

れ，国内における徴用ばかりではなく，朝鮮半島からの朝鮮人労働者

の動員が図られることとなった。また，同年７月に，８万５０００人

の移住を目標とする内務・厚生次官名の通牒「朝鮮人労務者内地移住

ニ関スル件」が出されて，各事業者が厚生省の雇用認可と朝鮮総督府

による募集許可を受けて，指定地域で割当人数の募集を行い，集団渡

航させるという方法で，募集による計画的な動員が始められた。そし

て，昭和１６年（１９４１年）１２月からは，１２万人の移住を目標

に，雇用認可を受けた事業主から朝鮮総督府に提出される斡旋申請に

基づいて，朝鮮総督府が道別に人数を割り振って動員人数を調達し，

朝鮮労務協会が輸送を担当するという官斡旋方式に強化されて，政府

と各業界が一緒になっての動員が進められた。しかし，労働力不足は

一層深刻化し，そのため昭和１９年（１９４４年）８月には，「半島

労務者ノ移入ニ関スル件」が閣議決定されて，同年９月から国民徴用

令が朝鮮にもー般的に適用されることになり，徴用という法的義務に

基づいた強制的な動員が始められ，昭和１９年度の移住者は２０万人

を超えることとなった。

　この国民徴用令による徴用は，工場や事業場からの徴用の申請を受

けて，朝鮮総督がその必要があると認めたときは，道知事に対して，

人数や徴用条件を示して徴用命令を出し，道知事はそれに従って国民

登録に基づいて適格者を選別して出頭を命じ，本人の身体や職業，家

庭の状況等を調査して適否を判定して徴用令書を出し，あるいは緊急

の場合や調査の必要を認めない場合には直ちに徴用令書を出して徴用

するというものであり，徴用令書の交付を受けながら病気等の正当な

理由なくこれに応じない場合には，国家総動員法の定めに従って処罰

（１年以下の懲役又は１０００円以下の罰金）されることとされてい
た。

（３）旧三菱は，昭和１８年（１９４３年）４月から広島市観音町と江波

　　町に跨る５０万坪の埋立地に造船，造機工場の建設を始め，完成前の

　　同年１２月から操業を開始して，昭和１９年（１９４４年）３月に，

　　主にタービンやボイラーを製造する広島機械製作所，戦時標準船を建

　　造する広島造船所として，両工場合わせて徴用工を含め約２０００名

　　の職員，工員で発足した。その後，同年５月には学徒動員のほか，朝

　　鮮半島からの徴用工約１５００名が入所し，さらに同年１０月には１

　　２００名の朝鮮人徴用工が加わるなどして，昭和２０年（１９４５

　　年）７月末には合計で約１万１８００人が在籍していた。この徴用に

　　当たっては，旧三菱の従業員がソウルまで行って，朝鮮総督府の担当

　　者と共に途中の各駅で徴用工らを集めながら列車で釜山まで戻り，釜

　　山で旧三菱が徴用工を引き取る形をとって，そこから徴用工を船と列

　　車で広島まで連れてきた。広島では寮（西寮７棟，東寮９棟，北寮８

　　棟，南寮８棟で各棟が概ね２０部屋）の１２畳程度の部屋に１０人か

　　ら１２人の割合で収容し，日本語の分かる者を隊長にして中隊，小隊

　　を編成し，各寮には日本人の舎監と舎監補，寮母が配置された。逃げ

　　出す徴用工も多く，同年８月６日の時点では合計２７００名の朝鮮人

　　徴用工が半数近くに減っていたと述べている者もいる。

　　　同年８月６日の原爆投下により，上記各工場の建物の３割が破壊さ

　　れ，操業は不可能な状態となったが，徴用動員の解除が決定されたの

　　は，終戦の後の同月３０日であった。

（二）控訴人らの徴用から帰国までの経過，帰国後の状況（甲４，１３ない

　し１６，１８，２１，５０，５３，５５ないし５７，５９ないし６９，

　７１ないし７５，７７ないし８７，８９ないし９１，９４，９５，１１

　６，１２７，２２３，２２８，２３８，丁１，原審における証人下原隆
資、控訴人朴昌煥、同梁基成、同李炳穆、同方勲栽、当審における控訴

人鄭昌喜，同金在鉉，原審及び当審における控訴人李根睦，弁論の全趣

旨）

　控訴人らは，その全員が，国民徴用令に基づく徴用令書の交付を受け

て徴用されたものである。それぞれに家族の生活を支える立場であった

ものの，徴用令書の交付を受け，家族には給料の半額が送金されるとい

う説明もあって，やむを得ずこれに応じたものである。なかには徴用に

応じないと家族が逮捕されるなどと言われた者もいる。その移動に当た

っては，警察官や役人，あるいは旧三菱の従業員らが監視を兼ねて引率

し，貨車まで使って広島まで連行された。食事を与えられず，行く先を

告げられなかった者もいた。広島では，広島機械製作所又は広島造船所

に配属され，それに応じて西寮や北寮（一部は南寮）に収容され，概ね

１人１畳当たりの割合で１部屋に大勢が入れられた。食事は，粗末な上

に量が少なく，ほとんどの者が常に空腹で，給料は食べ物を買うのに使

ってしまっていた。腐った臭いのする食事が出され，日本人徴用工との

差別に怒った朝鮮人徴用工らが騒ぎを起こしたこともあった。

　到着後，軍事教練を受けた者と受けていない者がいるが，従事する作

業について特に指導や訓練を受けた者はほとんどいない。作業時間は，

概ね午前８時ころから午後６時ころまでで，配属された部署によっては

残業や徹夜での作業に従事した者もいる。作業内容はそれぞれに異なる

が，鉄を切断したり，溶けた鉄を運んだり，高所で作業するなど，危険

な作業に従事した者もおり，作業中に怪我をした者もいる。寮でも工場

でも行動は監視されていて，休日には許可を得て外出することができた

が，それも集団で行動しなければならなかった。毎月の給料からは税金，

食費，寮費のほか貯金が控除されていたが，貯金通帳を見たり払戻しを

受けた者はいない。大半の者が給料の半額は家族に送金されているもの

と信じていたが，実際は全く送金されていなかった。昭和２０年（１９

４５年）８月６日の原爆投下により，控訴人らの全員が被爆したが，そ

の後は，旧三菱からの指示も救助も全くなく，寝起きする場所や食べ物

もそれぞれが自分で何とか確保して生活し，その結果，多くの者が残留

放射能の影響をも受けることとなった。その後，終戦により帰国するに

際しても，罹災証明書の発行を受けて帰国船に乗ることのできた僅かの

例外を除いては，ほとんどの者が自力で下関や博多に行き，闇船等に乗

って帰国した。帰国後は，従前小作農をしていた多くの者は，徴用の間

に農地を返還させられていたため，残された僅かな農地で農業をするか，

他の農家の作業を手伝って細々と生活せざるを得なかった。控訴人らの

ほとんど全員が，治療を受けているかどうかは別にして，帰国後何らか

の体調の不良を訴えており，当然に被爆による影響の存在が疑われる。

　控訴人らそれぞれについての徴用から帰国までの経過，帰国後の状況

は次のとおりである。

（１）控訴人朴昌煥（控訴人番号１）

　　控訴人朴昌煥（１９２３年１月５日生）（創氏改名による日本名は

　威元昌煥）は，平澤郡浦升面新栄里で，祖父母，両親，妻，弟４人と

　共に農業をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月２０日

　ころ，徴用令書の交付を受け，学校に集められて三菱のマークの付い

　た帽子を被った日本人に引き渡され，「給料の半分は送金する。もし

　逃げたら家族が罰せられる。」という説明の後，兵隊の監視を受けな

　がら貨車で釜山に運ばれ，連絡船で下関に渡り，鉄道で広島まで連れ

　て行かれた。広島では，西寮の１２畳の部屋に１２人が収容された。

　寮は有刺鉄線で囲まれて，監視塔も建っていた。

　　毎日，午前８暗から午後６暗まで，広島市南観音町所在（原爆の爆

　心地から約３．７キロメートル）の広島機械製作所の鋳鉄工場で働い

　た。給料からは税金，食費，寮費などのほか，貯金も控除されていた

　が，通帳はなく，払戻しも受けたことはない。給料の半分は家族に送

　金されているものと信じていた。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場で作業中に原爆が投下

　され，爆風で飛ばされた際に，顎に鉄の破片様の物が当たり怪我をし

　た。その後，旧三菱の従業員からの指示は何もなく，兵士の指示で救

　護活動に加わった。８月１３日に罹災証明書を貰って徳山を経て下関

　に向かい，９月１３日ころ闇船で帰国した。

　　帰国後も，被爆の際の怪我は治っておらず，傷口からは膿が出る状

　態だったが漢方薬で治療した。それからも体調は悪く，５，６年して

　から息苦しい症状が出始めて，その後も続いている。

（２）控訴人梁基成（控訴人番号２）

　　控訴人梁基成（１９２３年３月３日生）（創氏改名による日本名は

　梁原基成）は，平澤郡古徳面海倉里で生まれ，祖母，両親，弟２人，

　妹２人と共に生活し，小作農をしていたが，昭和１９年（１９４４

　年）８月ころ，徴用令書の交付を受け，翌日，学校に集合して，警察

　官が取り囲む中で，三菱のマークの付いた帽子を被った日本人から

　「お前たちに１年間日本で働くようにとの指令が出ている。」「給料

　の半分を家族に送るから心配するな。」「一人でも欠けたら班全員が

　処罰されるぞ。」等の説明をされた後，警察官の監視の下で１泊し，

　日本人が同行して，翌日貨車で釜山に運ばれ，その後，船で下関に渡

　り，列車で広島まで連れて行かれた。

　　広島では，西寮の部屋に１人１畳の割合で入れられ，１週間ほどの

　整列訓練の後，広島機械製作所の鋳鉄工場に配属され，毎日，朝から

　午後６時ころまで，部品の型を作る作業に従事した。昭和２０年（１

　９４５年）５，６月ころ，徳山のガソリン工場に行った際，空襲に遭

　って工場が破壊されたこともあった。

  寮や工場での食事は粗末で畳も少なく，常に空腹だった。傷んで臭

　いのするご飯が出されて大騒ぎになったこともあった。休日は月に１

　日あり，許可を得て外出もできたが，監視が付いていた。給料からは，

　税金や食費のほかに貯金も控除された。半分が家族に送られているも

　のと信じていた。

　　同年８月６日は，工場での作業の開始前に原爆が投下された。その

　後，防空壕に逃げたが入りきれず，河口の堤防の上に避難して一晩過

　ごした。翌日，戻ってみると寮は壊れ，日本人はいなくなり，食料も

　ないので畑から野菜を取って食べて過ごし，缶詰を貰おうと広島市内

　に出た際に罹災証明書の発行を受け，これで船に乗れるというので，

　汽車で下関まで向かった。しかし，船は出ておらず，闇船に乗る費用

　を稼ぐために１か月ほど働いてから釜山に渡り，汽車で家に帰った。

　　その後，再び農業に戻ったが，１０年後から神経痛に悩まされるよ

　うになり，体調を崩して病院に通うことも多く，肝臓や胆嚢の手術を

　６回も受け，脳卒中にもなった。そのため昭和５８年（１９８３年）

　と昭和６０年（１９８５年）の２回，日本に行き，広島日赤病院等で

　治療を受けたが，その医療費や渡航費用などで農地改革で取得したわ

　ずかの農地も手放さなければならなかった。

（３）控訴人李根睦（控訴人番号３）

　　控訴人李根睦（１９２６年２月２８日生）（創氏改名による日本名

　は松本根沐）は，安城郡元谷面聖住里で，父，妻と共に小作農をして

　生活し，兄２人は別に家庭をもって独立していた。昭和１９年（１９

　４４年）９月２１日，面事務所の役人と駐在所の巡査から徴用令書の

　交付を受け，その際，「向こうで貰う給料の半分は家族に送金される

　ので心配ない。徴用は１年間で，誰でも行かなくてはならないから，

　早く行って早く帰る方がよい。」などと言われた。徴兵よりもましと

思ってその日のうちに面事務所から郡庁に行き，上記と同様の説明を

受けてから，貨車に乗せられ，警察官や憲兵に見張られながら釜山ま

で行った。そこからは三菱のマークの付いた帽子を被った日本人に引

率されて，船で下関に行き，汽車で広島まで連れて行かれた。

　広島では，西寮の１２畳の部屋に１０人が入れられ，しばらくの期

間，訓練を受けた後，広島機械製作所の工場で，毎日午前８時から午

後６時まで，ボイラーの部品の銅管を造る作業に従事した。たまに残

業があるときは，午後９時ころまで働いた。月に２回休日があり，集

団での外出に限り許可された。寮の周囲には鉄条網が張られ，角には

監視塔があった。

　給料からは寮費や貯金が控除されていたが，通帳は渡されていない。

　給料の半分が家族に送られているものと信じていたが，送られてい

なかった。食事の量が少なく，いつも空腹で，鉄条網を乗り越えて雑

炊を食べに行ったこともある。朝鮮人徴用工の食事だけ腐った臭いが

したことから，食器を投げるなどの騒動になったこともあった。

　同年８月６日は，空襲警報で防空壕に入っているときに原爆が投下

された。夕方までそこにいて，海岸で一晩過ごし，その後，工場から

は旧三菱の人は誰もいなくなって，どうしたら良いか分からず，８月

２０日すぎに憲兵から罹災証明書を貰い，戦争が終わったのも知らず

に，９月末ころ歩いて西に向かい，１週間で博多に着き，そこから闇

船で釜山に渡って，汽車で家に戻った。

　帰宅すると農地は取り上げられていたため，他の農家の仕事を手伝

って暮らし，昭和３４年（１９５９年）に水利組合に就職した。帰国

後，体全体の調子が悪く，呼吸器の障害で昭和５７年（１９８２年）

から大学病院で治療を続けているほか，足腰の痛みがひどく，昭和６

３年（１９８８年）と平成６年（１９９４年）に広島の原爆病院で脊

　椎の手術を受けた。現在も足腰の痛みや関節炎に苦しんでいる。昭和

　４２年（１９６７年）に結成された援護協会，昭和４９年（１９７４

　年）５月に結成された同志会には，当初から参加している。

（４）控訴人李柄穆（控訴人番号４）

　　控訴人李炳穆（１９２３年８月２４日生）（創氏改名による日本名

　は河村炳穆）は，安城郡で，父と妻及び長男と共に生活し，小作農を

　していた。昭和１９年（１９４４年）９月，警察官から徴用令書の交

　付を受け，翌日，郡庁に集合して，給料の半分は家族に送金するなど

　の説明を受け，三菱の従業員に引率され，監視されながら鉄道で平澤

　を経て釜山に行き，船で下関に渡り，列車で広島まで連れて行かれた。

　　広島では，最初東寮に入り，その後南寮に移り，１２畳の部屋に１

１人が入れられた。敷地内には憲兵がいて，寮の内外を監視していた。

　　到着後５日ほど行進などの訓練を受け，広島市江波町所在（原爆の

　爆心地から約４．３キロメートル）の広島造船所の資材課倉庫係に配

　属され，午前８時から午後５時まで，造船の材料を倉庫から出して渡

　す作業に従事した。胃の調子が悪く，手術のため帰国を申し出たが認

　められず，診療所で薬だけ貰っていた。給料は説明と違って家族には

　送られていなかった。食費などが控除されているのは分かったが，そ

　れ以上のことは分からなかった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，胃の調子が悪くて寮で休ん

　でいたときに被爆した。爆風で寮の向きが変わってしまい，２階から

　飛び降りて防空壕に逃げたが，その際にガラスや鉄の破片で手足に怪

　我をした。その後は北寮で生活したが，旧三菱からの指示は何もなく，

　８月９日に軍人から罹災証明書を貰ってから下関に向かい，博多まで

行って１か月ほど待って帰国船に乗って釜山に行き，家に戻った。

　帰国後は，農地を取り上げられていたため，農家の作業を手伝って

　生活した。従前からの胃の病気に加えて，腰が痛くなり，５０歳のこ

　ろからは全身に斑点が出て痒くなる症状が出始めた。昭和５８年（１

　９８３年）から始まった渡日治療により，被爆時に体に入ったガラス

　や針金を取り出して貰った。また，斑点や腰痛などについても治療を

　受けたが，韓国に帰ってくると症状が元に戻ってしまう。現在も胃潰

　瘍や腰痛，関節炎，身体の痒み等で治療を受けている。

（５）控訴人李敏卿（控訴人番号５）

　　控訴人李敏卿（１９２３年９月１９日生）（創氏改名による日本名

　は富平敏卿）は，平澤郡彭城面邑頭里で，両親，妹２人と共に小作農

　をしていたが，昭和１９年（１９４４年）９月ころ，役人から「日本

　に１年間行ってこい。給料の半分は家族に送られる。日本に行ってい

　る間，家族の面倒は見てやるから安心しろ。」と言われて，徴用令書

　の交付を受けた。翌朝，他の徴用工と共に郡内の学校に集合して給料

　などの説明を受け，１泊した後，銃を携帯した兵隊に監視されながら

　貨車で釜山まで連れて行かれ，船で下関に着いた際にも，同様に兵隊

　に監視されながら上陸し，三菱のマークの付いた帽子を被った人が同

　乗する客車で広島まで移動した。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋が１２人の朝鮮人徴用工に割り当て

　られた。２，３日は，整列訓練などを受けて，広島機械製作所に配属

　され，午前８時から午後６時まで，鉄板を切断して他の金属を挟んで

　溶解する作業に従事した。

　　寮では，絶えず監視を受けており，外出は届出をすれば１か月に２

　回認められ，手紙を出すこともできた。給料は昭和２０年（１９４５

　年）６月分まで支給を受けたが，税金や寮費のほか，貯金も控除され

　た。

　　同年８月６日には，工場で作業を始めようとしているときに原爆が

　投下された。海岸まで逃げて，２日間防空壕で過ごした後，寮に戻っ

　たが，日本人の姿も食料もなかったため，広島を出て下関まで行き，
　そこで雑用仕事をして貯めた金で闇船に乗り，帰郷した。給料は送ら

　れておらず，小作農地も働き手がいないため取り上げられていた。

　　帰国後，２，３年して，首から頭にかけて痛みが走るようになり，

　重い物を持つこともできなくなって，以後，入退院を繰り返すことに

　なった。

（６）控訴人黄鐘鎬（控訴人番号６）

　　控訴人黄鐘鎬（１９２３年１月２４日生）（創氏改名による日本名

　は山田鐘鎬）は，平澤郡玄徳面大安里で，両親，妻，弟，妹２人と共

　に農業と大工をしていたが，昭和１９年（１９４４年）９月２０日こ

　ろ，徴用令書の交付を受けて，小学校に集められ，１年間日本の工場

　で働くことと給料の半額は家に送金するといった説明を受けた。その

　後，監視を受けながら貨車で釜山に運ばれ，船で下関に渡り広島に行

　った。広島では，西寮の８畳の部屋に８人の朝鮮人徴用工が入った。

　　日本人との格差は定かでないが，食事は粗末で量も少なかった。

　広島機械製作所で鋳物製造の仕事に，毎日午前８時から午後７時こ

　ろまで従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日には，工場で就労中に原爆が投

　下され，閃光と爆風で気を失った。気がついてから寮に戻ったが，建

　物は半壊しており，食料もなく，ほとんど食べることなく過ごして８

　月１５日になった。その間，旧三菱の従業員は誰もいなかった。その

　後，下関に向かい，８月１８日に闇船に乗って帰国した。以後，大工

　をして生計を立てているが，歳をとるに連れて，手，腕，足や腰が痛

　み，医者に通うようになった。

（７）控訴人金仁喆（控訴人番号７）

　　控訴入金仁喆（１９２３年１月２日生）（創氏改名による日本名は

　金山仁喆）は，平澤郡玄徳面徳睦里で，父と２人で小作農をしていた

　が，昭和１９年（１９４４年）９月ころ，徴用令書の交付を受け郡庁

　に出頭し，貨車で釜山に運ばれ，下関を経て広島に行った。

　　広島では南側の建物の２階の部屋に１２，３人で一緒に生活した。

　　食事は量が少なく，受け取った給料は食べ物を買うのに使ってしま

　った。

　　広島機械製作所の鋳鉄部で，高等師範学校の日本人学生と共に，午

　前８時から午後６時まで，機械の型を仕上げる作業に従事した。夜勤

　もたまにあった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日には，工場で就労中に原爆が投

　下され，このときから右耳が聞こえなくなった。寮の建物は倒れて住

　める状態ではなく，旧三菱の従業員もいなかったので，宮島の方に行

　って防空壕で８月１５日を迎え，広島市内に戻って軍人から証明書を

　貰って下関に行った。その証明書で船に乗り，８月３０日ころ，家に

　帰った。

　　帰郷後，農業をして生活しているが，広島で空襲で防空壕に逃げ込

　む際に転んで腰を痛めたことなどから足腰が痛く，耳も含めて，昭和

　５７年（１９８２年）と平成２年（１９９０年）に広島で手術や治療

　を受け，足は良くなったが耳は治っていない。

（８）控訴人許南吉（控訴人番号８）

　　控訴人許南吉（１９２３年４月２９日生）（創氏改名による日本名

　は松山南吉）は，平澤郡古徳面文谷里１４６番地で，両親，姉，兄２

　人と共に小作農をしていた。昭和１９年（１９４４年）９月に徴用令

　書により徴用され，面事務所の労務職員から「日本に行け。行かない

　と父母が警察に連れて行かれるぞ。」と言われた。９月下旬に学校に

　集められ，旧三菱の人もいて，給料の半額は家に送金するという話を

　聞いた。その後，監視を受けながら貨車で釜山に運ばれ，広島に連れ

　て行かれた。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋に８，９人が入り，何の訓練もなく

　工場で働くことになった。食事は粗末で量も少なく，許可を得て市内

　に出て粥を食べに行ったこともあった。広島機械製作所の鋳鉄工場で，

　午前８時から，残業が多く午後９時，１０暗まで，溶鉱炉にコークス

　や石灰を入れて鉄を溶かす作業に従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日には，工場に行こうとしたとこ

　ろで警報が鳴り，防空壕に入っていた際に原爆が投下された。その後，

　旧三菱の従業員は誰もいなくなり，畑のものを取って食べながら過ご

　すうちに終戦を知り，下関から連絡船に乗って帰国し，９月２８日に

　家に帰った。その後も農業で生活し，治療は受けていないが，度々め

　まいがすることがある。

（９）控訴人宋栄彬（控訴人番号９）

　　控訴人宋栄彬（１９２３年１０月１６日生）（創氏改名による日本

　名は松本栄彬）は，平澤郡古徳面海倉里７８０番地で，母親と兄（徴

　兵でフィリピンに出征），弟，妹２人で農業をして生活していた。昭

　和１９年（１９４４年）９月に，徴用令書の交付を受けて学校に集め

　られ，「徴用期間は１年間。給料は半分は家に送金し，もう半分は本

　人に渡す。家への送金は１５円くらいである。」との説明を受けた。

　１泊して貨車で釜山に行き，そこから旧三菱の人に広島まで連れて

　行かれた。

　　広島では西寮に入った。食事は量が少なく，腐ったご飯が出された

　こともあった。広島機械製作所の鋳鉄工場で，午前８時から午後６，

　７時ころまで，旋盤で穴を開けた鉄板の棘などを落とす作業に従事し

た。

　　昭和２０年８月６日は，工場で作業を始めようとした時に原爆が投

　下され，防空壕に避難した。寮の建物は壊れたため，近くの川辺で過

　ごし，何日かしてから旧三菱の従業員の指示で復旧作業に従事した。

　　８月３０日ころになって帰国するように言われ，九州に行って大工

　の片付け仕事を手伝うなどした後，同年１１月ころ家に戻った。

　　説明と違って給料の半分は送金されておらず，その後，農業をして

　生活したが，被爆の影響で右膝から足にかけての神経痛があり，昭和

　５６年（１９８１年）ころ長崎の赤十字病院で入院治療を受けた。平

　成４年（１９９２年）にも広島に行き，歯の治療を受けた。

（１０）控訴人呉長根（控訴人番号１０）

　　控訴人呉長根（１９２３年１１月２７日生）（創氏改名による日本

　名は呉村長根）は，平澤郡浦升面内基里で，兄夫婦と甥らと共に生活

　し，小作農をしていた。昭和１９年（１９４４年）９月，面事務所の

　役人から徴用令書の交付を受け，３日後に学校に集められて，貨車で

　釜山に運ばれた後，広島に連れて行かれた。

　　広島では西寮の１２畳の部屋に１２人が入れられた。広島機械製作

　所の鋳鉄工場で鉄の塊を運んだり，溶接の手伝いの作業に従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場に入ったところで原爆

　の投下に遭い，爆風で工場の建物が壊れ，防空壕に避難したが，右耳

　の鼓膜が破れたようであった。旧三菱の従業員からは何の指示もなく，

　翌日，罹災証明書を貰った。その後，下関に向かって２日ほどで着き，

　２，３日して，闇船に乗って帰国した。再び農業で生活を始めた。帰

　国後，耳鳴りが続き治療を受けたが，右耳はほとんど聞こえなかった。

　　頭痛や歯痛．肩や腕　足の痛みもあって、治療を受けた。日本に行

ったのでは家族が生活に困るため、行くことができなかった。

（１１）控訴人崔壽煥（控訴人番号１１）

　　控訴人崔壽煥（１９２３年２月２６日生）（創氏改名による日本名

　は慶田壽煥）は，平澤郡彭城面で，両親，妻，２子と共に生活し，小

　作農をしていた。昭和１９年（１９４４年）９月，徴用令書の交付を

　受けて面事務所に召集され，貨車で釜山に運ばれ，広島に連れて行か

　れた。

　　広島では，西寮に入れられた。食事は少なく，腐っていたことから

　騒ぎになったこともあった。広島機械製作所の鋳鉄工場で鉄鉱石を砕

　いて溶鉱炉に入れる作業等に従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場の中で被爆した。工場

　の建物も壊れて混乱状態になったが，旧三菱の従業員からの指示はな

　かった。翌日，帰国しようと思って，ひとりで下関に行き，１０日間

　ほど後に闇船に乗って帰国した。

　　給料の送金はされておらず，農業をして生活した。平成３年（１９

　９１年）ごろ，日本に行って被爆者健康手帳の交付を受けた。

（12）控訴人金敏経（控訴人番号１２）

　　控訴人金敏経（１９２３年１月２５日生）（創氏改名による日本名

　は金本敏経）は，平澤郡玄徳面徳睦里で，母親，妻及び２子と小作農

　をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月に徴用令書の交

　付を受け，３日後に学校に集められ，旧三菱に行くことが分かり，監

　視を受けながら貨車で釜山に運ばれ，下関を経て広島に行った。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋で１２人が生活することになった。

　　食事は粗末で畳も少なく，一度腐っていて騒動になったこともあっ

　た。到着してから２週間ほど，軍事教練や避難訓練を受けた後，広島

　機械製作所の鋳物工場に配属され，午前８暗から午後６時半ころまで，

　鋳型を作る作業に従事した。給料は，半分を家に送金すると聞いてい

　たが，家族からは送られてきていないという返事だった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場に行く途中で原爆が投

　下され，爆風で飛ばされた。その後，広島市の北の方の知合いの韓国

　人の家で１か月ほど世話になり，９月１０日に船で下関に行き，釜山

を経て９月２０日ころ家に帰った。

　　農業や日雇い仕事等，様々な仕事をして暮らしてきたが，皮膚病が

　ひどく，通院治療を続けた。昭和５９年（１９８４年）には広島の原

　爆病院で治療を受けたこともある。

（１３）控訴入金春植（控訴人番号１３）

　　控訴人金春植（１９２２年１２月２２日生）（創氏改名による日本

　名は金本春植）は，平澤郡松炭面七院里２００番地で，母親，妻及び

　２子と農業をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月，徴

　用令書の交付を受けて学校に召集され，「徴用期間は１年間。給料は

　半分は家に送金し，もう半分は本人に渡す。家への送金は約１５円く

　らいである。」との説明を受けた。その後，貨車で釜山に運ばれて，

　広島まで連れて行かれた。

　　広島では西寮に入れられた。食事は量が少なく，腐ったご飯を食べ

　させられたこともあった。到着して工場案内が終わると，すぐに広島

　機械製作所の鋳鉄工場で，旋盤で降りてきた物の挨を落とす作業に従

　事し，残業につぐ残業であった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，防空壕に入っているときに

　原爆が投下された。その際に転んで手首の骨にひびが入った。その後，

　しばらくは寮で生活し，旧三菱の人に下関まで連れられて行き，そこ

　からは自分で船に乗り，８月末ころ，麗水港に帰った。

　帰国後，心臓が悪く，昭和６１年には長崎赤十字病院で入院治療を

受け、被爆者健康手帳の交付を受けた。

（１４）控訴人姜建馨（控訴人番号１４）

　　控訴人姜建馨（１９２３年８月２７日生）（創氏改名による日本名

　は朝山建馨）は，平澤郡青北面玉吉里で，妻と１子の３人家族で小作

　農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月，徴用令書の

　交付を受けて学校に集められた後，貨車で釜山に運ばれて，広島まで

　連れて行かれた。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋に１２人で生活することとなった。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で，石炭を釜に入れる作業に従事したが，

　５か月ほどしたころ，ベルトが外れたモーターの修理中に右手の指が

　挟まれて，人差し指と中指を第１関節から失う傷害を負い，治療は受

　けたものの補償はなかった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，同じ班の日本人の小隊長の

　家から出勤する途中で原爆の投下に遭った。火災で工場まで行くこと

　ができずに，３日間小隊長の家で過ごした後，寮に戻って，控訴人朴

　昌煥と会い，一緒に帰国した。

　　その後，農業をして生活しているが，皮膚が弱く，化膿しやすくな

　り，皮膚病で通院治療を受けることが多かった。また，視力も極端に

　低下している。

（１５）控訴人裵相勲（控訴人番号１５）

　　控訴人裵相勲（戸籍上の生年月日は１９２６年９月２７日）（創氏

　改名による日本名は海山相勲）は，平澤郡古徳面防築里７０７番地で，

　父親と弟，３人の妹と小作農をして生活していた。昭和１９年（１９

　４４年）９月，徴用令書の交付を受け，そのまま郡庁に連れて行かれ，

　貨車で釜山に運ばれた後，広島に行った。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋に１１人が入った。食事は麦飯で量

が少なかった。広島機械製作所鋳鉄工場の製品場で焼き上がった鉄製

品の棘や角を落として仕上げる作業に従事した。怪我はしなかったが，

　右足がよく曲がらず，工場内の病院に通っていた。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場の中で就労中に原爆が

　投下された。爆風が吹いて，左手に火傷を負った。寮に戻って，翌日

　以降はすることもなく１５日ほど旧三菱の日本人に食事を貰って過ご

　した。その後，闇船に乗って釜山を経て家に帰った。

　　それからは，他人の農作業を手伝って生活したが，昭和６１年（１

　９８６年）ころから，膝から大腿部，腰へと痛みが拡がり，援護協会

　からの医療補助費で通院治療を受けた。

（１６）控訴人張壽命（控訴人番号１６）

　　控訴人張壽命（１９２３年３月５日）（創氏改名による日本名は張

　本寿命）は，平澤郡青北面漁沼里１８７番地で，母親，妻及び娘と小

　作農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月に徴用令書

　の交付を受け，２日後に面事務所に召集され，そこから貨車で釜山に

　運ばれ，下関で班分けをされて，日本人に引率されて広島に行った。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋に１２人が入った。食事は少なく麦

　飯で，いつも腹が減っていた。日本人が米を食べているので，文句を

　言ってデモをしたという話を聞いたことがある。給料は半分が送金さ

　れていると聞いた。

　　１か月ほど教練のようなものを受けた後，広島機械製作所の鋳鉄工

　場で，鉄の塊をハンマーで叩いて切っていく作業に従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場に入ろうとしていたと

　きに原爆が投下された。爆風で工場の板が飛ばされたりした。旧三菱

　の従業員からの指示は何もなく，食料もないので，山の方に行って過

　ごした。その後，１週間くらいで下関まで行き，５日ほど後に闇船に

　乗って帰国した。

　　帰国後，農業をして生活したが，昭和５１年（１９７６年）ころか

　ら胃腸が悪くなった。

（１７）控訴人申亘秀（控訴人番号１７）

　　控訴人申亘秀（１９２３年３月１０日生）（創氏改名による日本名

　は高原亘秀）は，平澤郡青北面高棧里４１７番地で，両親，弟２人，

　妻及び娘と農業をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月，

　徴用令書の交付を受け，貨車で釜山に連れて行かれて，日本人に引き

　渡され，そこからは監視されながら広島まで行った。

　　広島では，西寮の１０畳の部屋に６人が入れられた。食事は粗末で，

　日本人との差別に文句を言ったこともある。

　　到着後，１０日間ほど訓練を受けてから，広島機械製作所のベアリ

　ング作業場に配属され，３か月後に鋳鉄工場に移り，午前７時から午

　後８時ころまで働いた。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，鋳鉄工場での始業前，工場

　の外にいるときに原爆が投下された。爆風で工場の屋根が吹き飛び，

　旧三菱の従業員がいなくなったので，寮に戻り，４日間はそこで過ご

　した。その後，市内で遺体を集める仕事をした後，下関を経て，８月

　下旬に闇船で帰国した。

　　帰国後は農業で生活したが，昭和５９年（１９８４年）と昭和６３

　年（１９８８年）など，これまでに渡日治療で３回広島の原爆病院で

　耳や腎臓，大腸の手術を受け，被爆者健康手帳の交付も受けた。

（１８）控訴人白顕基（控訴人番号１８）

　　控訴人白顕基（１９２０年７月２５日生）（創氏改名による日本名

　は泉原顕基）は，平澤郡青北面閑山里５３９番地で，母親，兄夫婦，

　姪，妻と娘，弟２人と農業をして生活していた。昭和１９年（１９４

　４年）９月に徴用令書の交付を受け，郡庁に召集されて，貨車で釜山

　に行き，広島まで連れて行かれた。

　　広島では，西寮の部屋にユ６人が入れられた。食事は粗末で，量も

　少なかった。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で，色々な作業に従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，寮で休んでいたときに被爆

　した。市内に出てみたが，ひどい状態で，翌日には寮を出て，広島市

　外の韓国人の飯場で１５日間ほど過ごし，９月に下関から帰国した。

　　帰国後，再び農業をして生活したが，１０年くらいしてから皮膚病

　がひどくなり，治療を続けた。日本で治療を受けたかったが，家族が

　生活できなくなるため，行くことができなかった。

（１９）控訴人朴南淳（控訴人番号１９）

　　控訴人朴南淳（１９２３年３月４日生）（創氏改名による日本名は

　新井南淳）は，平澤郡彭城面老陽里で，両親，妻，弟５人と共に小作
　農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月に徴用令書の

　交付を受け，３日後に召集され，「待遇も良い。きちんと給料もくれ

　る。家族の生活費も送ってやる。」などと説明を受けた。貨車で釜山

　に運ばれて，広島まで行った。

　　広島では，西寮に入れられた。食事が悪く，不満が募って食堂に食

　べ物を投げつけるという騒ぎもあった。広島機械製作所の鋳鉄工場で

　鉄鉱石を砕いて溶鉱炉に入れる作業に従事した。徴用前からリュウマ

　チで足腰が悪かったが働いた。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場で仕事を始めようとし

　ていたときに原爆が投下された。防空壕に逃げ込んだが，その後は混

　乱状態で，何の指示もなく，食料もないので，２０日間ほどは郊外の

　農家で手伝いをしながら食べさせて貰った。それから，下関に行き，

9月中旬ころ帰国した。

　　農地を取り上げられたため，借金をして買った船を貸して生計を立

　てた後，農業に戻った。背骨が悪く，肩や腕に変調をきたして，手術

　を受けた。昭和６０年（１９８５年）に日本で検査を受けて被爆者健

　康手帳の交付を受けた。

（２０）控訴人李仕雨（控訴人番号２０）

　　控訴人李仕雨（１９２３年４月２４日生）（創氏改名による日本名

　は吉本仕雨）は，平澤郡浦升面石井里１７０番地で，両親，兄夫婦，

　甥と共に，小作農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９

　月に徴用令書の交付を受け，３，４日後に召集され，そこに来ていた

　日本人に引率されて，貨車で釜山に行き，広島まで連れて行かれた。

　　広島では，西寮の部屋に８人が入れられた。食事は非常に粗末で，

　量も少なく，給料は食べ物を買うのに使ってしまった。広島機械製作

　所の鋳鉄工場で様々な作業に従事した。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日には，工場の外で作業中に原爆

　が投下された。その後，当日は広島市の周辺で野宿して，呉まで歩い

　ていき，汽車で下関に行った。３日後，連絡船に乗って帰国した。

　　家に戻ってから，再び農業で生活したが，左足の神経痛に苦しみ，

　昭和６１年（１９８６年）ころ，長崎の原爆病院で３か月治療を受け

　たものの，効果が無かった。

（２１）控訴人張寛秀（控訴人番号２１）

　　控訴人張寛秀（１９２３年９月１９日生）（創氏改名による日本名

　は張原寛秀）は，平澤郡彭城面で，祖父母，父親，妻及び兄の妻と共

　に小作農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月，徴用

　令書の交付を受け，２日後に召集されて，平澤駅から日本人に引率さ

　れて，貨車で釜山に行き，その後，広島まで連れて行かれた。広島で

　は，西寮の１２畳の部屋に１２人が入れられた。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で，主に鉄の塊をハンマーで叩き切る作

　業等に従事した。給料の半分は家族に送金されているものと思ってい

　た。給料は良かったが，食事はひどく，腐っていて喧嘩をしたことも

　あった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，倉庫から机を運搬中に建物

　の外で被爆した。爆風で吹き倒されて，叩きつけられ，顔面を負傷し

　た。防空壕に避難した後，寮が傾いていたため，その夜は川辺で眠り，

　翌日は韓国人の飯場に行き，次の日，広島市内で憲兵から証明書を貰

　って下関に行った。１日待って，闇船で帰国した。

　　帰国後，右足が痛くなり，胃腸も悪くなった。また，突然意識がな

　くなり，顔の負傷が原因とのことで手術を受けた。渡日治療で腹部の

　手術も受けたほか，韓国で腰や左頭部の手術も受けた。

（２２）控訴人申鎮雨（控訴人番号２２）

　　控訴人中鎮雨（１９１９年９月５日生）（創氏改名による日本名は

　大川鎮雨）は，平澤郡青北面高棧里２３６番地で，母親，妻と娘と共

　に，小作農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月に徴

　用令書の交付を受け，１週間後に召集されて，監視を受けながら貨車

　で釜山に連れて行かれ，そこから日本人に引率されて広島まで行った。

　　広島では，西寮の部屋に１２人が入れられた。食事は量が少なかっ

　たが我慢した。到着して約１０日間訓練を受けた後，広島機械製作所

　の鋳鉄工場で，午前８時から午後６時まで，機械の型を作る作業に従

　事した。給料は半分が家族に送られるということだったが，実際には

　送金されていなかった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，作業に入る前に原爆が投下

　された。爆風が凄く，建物も壊れた。旧三菱の従業員は誰もいなくな

　れ　寮で３日ほど過ごした後、下関に行き、８月下旬に闇船で帰国し

　た。帰国後，すぐに皮膚病になり，その後も続いている。

（２３）控訴人金容福（控訴人番号２３）

　　控訴人金容福（１９２３年４月２０日生）（創氏改名による日本名

　は慶金容福）は，平澤郡青北面玉吉里２９１番地で，両親，兄３人，

　姉と妹，妻と１子と共に農業をして生活していた。昭和１９年（１９

　４４年）９月下旬ころに徴用令書の交付を受けて，面事務所に召集さ

　れ，貨車で釜山に運ばれた後，広島に連れて行かれた。広島では，西

　寮の部屋に８人から１０人が入れられた。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場に配属され，クレーン運転の訓練を受け

　た後，１日１０時間，熔解場でクレーンの運転に従事した。食事は麦

　飯で量も少なく，いつも空腹でいた。食事のことで，喧嘩をしたこと

　も何度かあった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場で就労中に原爆が投下

　され，爆風でガラスが割れ，小屋が倒れたりした。腕にガラスの破片

　が刺さったが手当は受けられなかった。寮には怪我をした人たちが集

　まり，挺身隊の女性が治療をしていた。旧三菱の従業員はどこかに行

　ってしまい，１か月間寮で過ごしてから，挺身隊の女性の家の果樹園

　を２０日ほど手伝い，その後下関に行き，闇船で帰国して，１０月末

　に家に帰った。

　　再び農業に戻って生活したが，早いうちから頭痛がして，昭和６０

　年（１９８５年）には広島の原爆病院に入院して，蓄膿症，歯及び頭

　痛の治療を受けた。その後，慶熙病院で肩の手術を受けた。頭痛はそ

　の後も続いた。

（２４）控訴人洪順義（控訴人番号２４）

　　控訴人洪順義（１９２３年１０月１６日生）（創氏改名による日本

　名は前川順義）は、龍仁郡二東面魚肥里で妻と農業をして生活してい

　た。昭和１９年（１９４４年）９月ころ，徴用令書の交付を受けて５

　日後に郡庁に集められ，「日本の工場で人が不足しているので，月給

　も多く，家族に半分を送金するので安心して働くように。」などと説

　明を受けた後，汽車で釜山まで行った。釜山には，沢山の日本人が来

　ていて，その監視を受けるなどしながら，船で下関に渡り，汽車で広

島まで行った。

　　広島では寮の１２畳の部屋に１２人が入れられた。食事は１日３合

　の米だったが，量が少なく，空腹でたまらなかった。夏に，豆と芋が

　腐っていたので，投げつけて抗議したことがあった。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で，午前８時から午後５時か６時まで，

　ハンマーで鉄を叩き切る危険な作業に従事した。午後８時か９時ころ

　までの夜勤もあった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場で作業を始めようとし

　たときに原爆が投下された。爆風で工場の建物が壊れ，防空壕に逃げ

　込んだが，転んで腰を強打してしまった。翌日，臨時事務所で旧三菱

　の従業員から休暇の書類を貰って，１週間ほど広島にいてから下関に

　行き，船で帰国した。

　　帰国すると，説明と違い給料は送金されていなかった。再び農業を

　始めたが，原爆投下の際に強打した腰が悪くて十分に働くことができ

　なかった。平成７年（１９９５年）に広島で１週間腰の治療を受け，

　被爆者健康手帳の交付も受けた。

（２５）控訴人崔昌喜（控訴人番号２５）

　　控訴人崔昌喜（１９２３年１０月２２日生）（創氏改名による日本

　名は石浦昌喜）は，平澤郡松炭面で，父親，兄夫婦２組，弟，妹２人

　及び妻と農作業の手伝いをして生活していた。昭和１９年（１９４４

　年）９月に，徴用令書の交付を受けて，郡庁に集められ，日本人に監

　視されながら，釜山を経て広島に連れた行かれた。

　　広島では，西寮の１２畳の部屋に１２人が入れられた。食事は量は

　それなりだったが，内容が粗末で，騒ぎになり，何人かの徴用工が憲

　兵に連れて行かれたことがあった。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で，鉄を溶かし，型に流し込む作業に従

　事した。給料の半分は家に送るとの説明だったが，実際には送金され

　ていなかった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場わ中で被爆した。爆風

　が凄かった。旧三菱からの指示は何もなく，寮での生活はできなくな

　り，歩いて下関まで行き，船で釜山に戻った。

　　帰国後は，以前と同じく，近所の農家の手伝いをして暮らしたが，

　健康状態は，視力が極端に低下し，胃が悪く，膝も弱ってしまった。

（２６）控訴人崔基春（控訴人番号２６）

　　控訴人崔基春（１９２３年２月２６日生）（創氏改名による日本名

　は西島基春）は，平澤郡松炭面佳才里で，両親，兄及び妻と共に，小

　作農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）９月に徴用令書

　の交付を受け，面事務所に集められて，貨車で釜山に運ばれた。船で

　下関に渡り，汽車で広島に行った。

　　広島では，寮の部屋に１０人くらいが入れられた。食事は量が少な

　く，傷んだご飯が出たときには抗議のデモのようなことが起こった。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で，鋳型から部品を取り出して仕上げる

　作業に従事した。残業をすると食べ物が貰えるので，毎日のように残

　業をした。給料は，一部を家族に送り，一部は貯金していると聞かさ

　れていたが，受け取っていない。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，工場の中で被爆した。日本

　人は誰もいなくなり，食べ物もなかったので，工場を出て，下関に行

　き，９月ころ，漁船に乗せて貰って帰国した。帰国後，皮膚病に悩ま

　され，腰も痛くて苦しんだ。医者の話では被爆したためとのことであ

　った。

（２７）控訴人黄奎鎬（控訴人番号２７）

　　控訴人黄奎鎬（１９２３年１０月１０日生）（創氏改名による日本

　名は黄原奎鎬）は，平澤郡西炭面クムガク里２１８番地で，両親，弟

　２人，妹３人，妻と共に，小作農をして生活していた。昭和１９年

　（１９４４年）９月初め，徴用令書の交付を受けて学校に集められ，

　どこに行くか分からないまま連れて行かれ，釜山からは日本人の引率

　されて広島に行った。

　　広島では，西寮の大きな部屋に入ったが，ひとつの布団に２人ずつ

　寝ていた。食事は少なく，一度腐ったご飯が出たこともあった。

　　広島機械製作所の鋳鉄工場で鉄の塊を叩き切ったり，運んだりする

　作業に従事した。給料の半分は家に送るということだったが，送金さ

　れていなかった。

　　昭和２０年（１９４５年）８月６日は，エ場で作業を始めたときに

　原爆が落ちた。仕事ができなくなったので，その日のうちに宮島の韓

　国人の飯場に行き，終戦となったので下関から闇船で帰国した。

　　その後，再び農業を始めた。帰国後，すぐに胃が悪くなって投薬を

　受け，その後，右足の脛も痛むようになった。

（２８）控訴人金壽天（控訴人番号２８）

　　控訴人金壽天（１９２２年１２月３０日）（創氏改名による日本名

　は金本壽天）は，平澤郡振威面見山里で，両親，姉３人，弟，妻と共

　に，小作農をして生活していた。昭和１９年（１９４４年）８月ころ

　に徴用令書の交付を受け，すぐに郡庁に連れて行かれ，日本人に引率

　され汽車で釜山に向かい，そこから下関を経て広島に行った。
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